
© 2023 Masumi Hori

z

© 2023 Masumi Hori

ラーニングエコシステムと
デジタルバッジ

⼤阪教育⼤学
学⻑補佐・特任教授 堀真寿美

NIIオープンフォーラム2023 認証・RCOS合同トラック
Verifiable Credentials を学んで議論に参加してみよう-
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あらまし
1. オープンバッジの発展と課題
2. ⼤阪教育⼤学での実証実験
3. オープンバッジの展望
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n Mozillaが開発したデジタルバッジ
l デジタル証明書を埋め込んだバッジを模した画像
l フリーかつオープン
l だれでもデジタルバッジを作成，発⾏，承認可能

n 現在は1EdTech(旧IMS)が仕様を策定

オープンバッジのこれまで
2013

Mozilla Open badges

2016
IMS Open badges

2022
1EdTech Open badges
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オープンバッジのポテンシャル

⽶国教育省，Communities Come Together to Support STEM Education
https://oese.ed.gov/2015/11/communities-come-together-to-support-stem-education/

ラーニングエコシステム ⼈材のエコシステム
学校の内外の様々な⽂脈で派⽣する学習体験

学歴社会から学習歴社会へ

様々な学習成果
• 学校の内外
• ⾒過ごされていた学び
• ⽣涯にわたる学び

標準化
構造化

ジョブ型
雇⽤

企業の
発展

⾃⼰
実現

イノベーション

リスキリング

雇⽤の
流動

スキルベース
雇⽤
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オープンバッジの成功
52万種類のバッジが7400万以上発⾏されている

1EdTech，Summary of Findings
https://content.1edtech.org/badge-count-2022/findings
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オープンバッジの危機
52万種類のバッジが7400万以上発⾏されている

1EdTech，Summary of Findings
https://content.1edtech.org/badge-count-2022/findings
Digital credentialing: implications for the recognition of learning across borders
https://unesdoc.unesco.org/ark:/48223/pf0000264428

4194⼤学の卒業単位（124単位）が約60万⼈にバラバラに発⾏されている
2019年度の⼤学（学部）の卒業者数は約56万⼈

Jungle of Badges
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ラーニングエコシステム ⼈材のエコシステム

様々な学習成果
• 学校の内外
• ⾒過ごされていた学び
• ⽣涯にわたる学び

標準化
構造化

ジョブ型
雇⽤

企業の
発展

⾃⼰
実現

イノベーション

リスキリング

雇⽤の
流動

スキルベース
雇⽤

エコシステム間の接続が⽋落

⽶国教育省，Communities Come Together to Support STEM Education
https://oese.ed.gov/2015/11/communities-come-together-to-support-stem-education/

有⽤性に乏
しい

学習成果
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n 専⾨職の特徴
l 国家資格を必要とする場合がある
l 必要な知識や技術が体系化されている
l 職業上の⽬的・課題が共有できている
l 社会の進展に対応するため，学び続ける
ことが求められている

⼤阪教育⼤学の実証実験

教職という
専⾨職の
コミュニティ

専⾨職のコミュニティを利⽤すればエコシステムが接続できるのでは︖

教師

教員養成系
⼤学

学校教育
委員会



© 2023 Masumi Hori

⼈材のエコシステム
現場の課題・ニーズの蓄積

裏書き

ラーニングエコシステム
知⾒・研究・実践の蓄積

教職のコミュニティで学びを保証と評価

学びの
保証

講義ビデオ（10分）

講義ビデオ（10分）

講義ビデオ（10分）

課題・演習（15分）

対⾯研修

能⼒バッジ

成果の
認定

教師

⼤阪教育
⼤学

学校

教育
委員会

教育に関する広汎な知見，研究，実践の蓄積

学びの
認定

知識バッジ
法定研修
⾃主研修

連携

教材の開発 学びの
証明

学びの
整理・体系化
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n 期間
ｰ 令和4年8⽉1⽇〜1⽉10⽇

n 実証の⽅法
ｰ デジタルバッジの提出により中堅教員研修の⼀部を代替可能とする
ｰ 提供科⽬は全15科⽬，受講科⽬は⾃由
ｰ 知識バッジの数により代替できる研修数を決定

⼤阪市教育委員会との実証実験

【能⼒バッジと知識バッジ】
【実証実験サイト】

【マイクロコンテンツ】

【講義ビデオ】

通常の対⾯研修
or

オンライン研修
を⾃由に選択

Moodle
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実証実験結果

受講対象者数 約360名

受講者数 52名 受講対象者の14.2%

バッジ取得数 26名 受講者数の51.0%

受講状況

バッジ取得状況
残りの⼈は
通常の対⾯研修
を選択
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バッジ積上げの効果
満⾜した点

対⾯研修より優れている点

時間・労⼒の負担を軽減

主導的な学び
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デジタルバッジの効果
n学習者のメリット

l研修成果の⾒える化
ｰ 学習修了確認の問合せはゼロ

l細切れの学習を積上げ体系的な知識を習得できる
l本⼈の判断で，デジタルバッジを提出するかしないか決められる

n教育提供者
l個⼈情報の取り扱いに関するコストを軽減
ｰ ⼤阪市との受講者⼀覧のやりとりなし
ｰ 受講登録作業なし

l低コストで⼤規模な学習者への提供可能
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教師

令和6年の予定
教員研修のポータル
OKUTEPの本格運⽤開始

学校 教育
委員会

マイクロコンテンツの共有

デジタルバッジのJSONデータ収集

オープンエデュケーションで提供

バッジの流通

学びの
保証

学びの
認定

学びの
証明

学びの
整理・体系化

成果の
認定連携

⼤学 ⼤学 ⼤学

CHiBi-CHiLO

バッジウォレット
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OKUTEP

⼤阪教育⼤学による
バッジの整理と体系化

教育委員会による
教員育成指標へのマッピングと認定
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知⾒・研究・実践の蓄積 現場の課題・ニーズの蓄積

信頼のエコシステムの構築

⼤学

学校

教育
委員会

教育に関する広汎な知見，研究，実践の蓄積

⼤学

⼤学

教育
委員会

学校⼤学

ラーニングエコシステム 信頼のエコシステム ⼈材のエコシステム

教師

教師

学びの
保証

学びの
認定

学びの
証明

学びの
整理・体系化

成果の
認定

連携

学びの
証明

学びの
整理・体系化
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